

















－ 1888年から1898年までを中心に － 
 





























一 監獄事業を奨励する事  























会則 第一号「大日本監獄協会規則」1888（明治21）年  
 第一章 会名及ヒ位置 
   第一条 本会ハ大日本監獄協会ト称ス 
   第二条 本会は当分其仮事務所ヲ東京府下谷区七軒町二十八番地ニ置ク 
 第二章 目的及ヒ事業 
   第三条 本会ノ目的ハ大日本帝国監獄事業ノ改進ヲ翼賛スルニ在リ 
   第四条 本会ノ事業ハ左ノ如シ 
    一 監獄事業ヲ奨励スル事 
    二 不良少年感化事業を奨励スル事 
    三 出獄人保護事業ヲ奨励スル事 
    四 貧民ノ救助及ヒ教育ニ関スル事業ヲ奨励スル事 
    五 諮問及上質問ニ答フル事 
    六 懸賞文ヲ募ル事 
    七 監獄ニ関スル翻訳並ニ著述ヲ為ス事 
    八 監獄ニ関スル図書ヲ出版スル事 
    九 本会ノ雑誌ヲ発行スル事 
    十 万国監獄公会、万国監獄委員及ヒ各監獄協会ニ関スル事 
   第五条 本会ノ雑誌ハ通常月毎トニ一回又ハ二回発行シテ会員其他有志者ニ頒ツ雑誌ニ掲載スル事項ハ左ノ如シ 
    一 監獄ノ関スル法令 
    二 監獄学並ニ欧米諸国監獄法講義 
    三 刑法治罪法講義 
    四 監獄ニ関スル翻訳 
    五 地方会員ノ通信又ハ寄書 
    六 欧米諸国ノ監獄協会等ニ関スル通信 
    七 本会記事 
  第三章 会員及ヒ役員 
   第六条 本会ハ会員ヲ左ノ三種ニ区別ス 
    一 名誉会員 




    三 正員 
   第七条 本会ハ当分左ノ役員ヲ置ク 
    一 主幹 一人 
    二 執行役員 五人 
   第八条 本会ハ特別調査委員ヲ設クルコトアルシ 
       但特別調査委員ハ役員之ヲ選挙ス 
   第九条 名誉会員、特別会員及ヒ役員ハ目下発起人ニ於テ発起人中又ハ会員中ヨリ之ヲ選挙ス 
  第四章 入会申込及ヒ会費 
   第十条 本会ニ加入センコトヲ望マルル人々ハ氏名、職分、宿所、等ヲ記シテ本会事務所ニ申込マル 
       可シ 
   第十一条 会員ハ毎月会費金十銭ヲ納ム可シ 
        但名誉会員特別会員ニハ会費ヲ徴セス 





第二条 総裁 一人 推□員中ヨリ推薦ス 
会長 一人 名誉会員中より選挙ス  
副会長 一人 特別会員又ハ正員中ヨリ選挙ス 
庶務局長 一人 正員中ヨリ選挙ス 
調査局長 一人 正員中ヨリ選挙ス 
主幹 一人 当分之ヲ設ケ事務ヲ主ラシム但両局長ノ一人之ニ当ルモノトス 
庶務委員 二人 
調査委員 二人 両局長共同ノ発議ニヨリ会長之ヲ嘱託スルモノトス 
議員 典獄及ヒ副典獄又ハ典獄代理 






  一 会計ニ関スル事 
  二 庶務ニ関スル事 
  三 記録ニ関スル事 
調査局長ハ左ノ事ヲ挙ゲル 
  一 雑誌ノ編集及ヒ印刷 
  二 海外通信 
  三 諸起案 
  四 調査書類ノ記録 




  六 特別調査委員ニ関スル事 
  七 集会ニ関スル事 
庶務委員及ヒ調査委員 
  庶務又ハ調査ノ事務ヲ分掌スルモノトス 
  一人 庶務及ヒ会計主任 
  一人 記録主任 
  一人 編集主任 




























深井鑑一郎 第二号1888（明治21）年 「囚人教誨の目的及び其方法」   
深井は教誨について各国ごとに「教法の種類、教法の性質、人民の風習」に対して適切なものを選択する必要












































































































































































































































 宇川盛三郎（1888b）「本会主幹ほ改選を請ふの書」『大日本監獄協会雑誌 第二号』大日本監獄協会 
江連崇（2013）「巣鴨監獄教誨師事件とその後の仏教界の動向‐仏教系新聞雑誌を用いた試論‐」『東京社会 
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深井鑑一郎（1888b）「正員篠川直君に答ふ」『大日本監獄協会雑誌 第五号』大日本監獄協会 
松田敏（1888）「囚徒教誨の件に付愚見」『大日本監獄協会雑誌 第八号』大日本監獄協会 
三橋美佐保（1889）「囚徒の教誨は宗教頼むに足らず」『大日本監獄協会雑誌 第十号』大日本監獄協会 
  
 
